
INFORMATION
株式会社パルグループホールディングス 〒541-0045　　大阪市中央区道修町３－６－１

広報室 ご照会は、 ｔａｍｅｄａ_aki@palgroup.co.jp へ

　　（期間　２０２２年３月１日　～　２０２２年１１月３０日）

１．連結決算概要
2019年比

121.1%
117.9%
112.0%
154.6%
157.1%
121.9%

＊（２０１９年の当期純利益には、１，５２０百万円の会計上の利益が含まれています）

２．「㈱パル＋㈱パルＧＨＤ」決算概要 （旧㈱パル単体ベース）

2019年比

135.0%
133.2%
127.9%
163.6%
164.7%
127.9%

＊（２０１９年の当期純利益には、１，５２０百万円の会計上の利益が含まれています）

３．決算コメント
・　with / after コロナの経営戦略を推進、売上高が前年比22.5%増に、2019年比でも21．1％増と反転

・　2022年10月以降、価格帯の高いタウン系の衣料事業でも、2019年比で、売上高・利益が反転し始める

・　販管費率は、売上の増加や、経費の削減により、４５.８％となり、前年対比で、４．３ポイント改善

・　ＥＣ売上は３１．６％増と、前年同期以上の増加となり、ＥＣ通期売上高４００億円超の着地見込み

・　今期の新規出店は８５店舗、退店は３３店舗となり、当該期末で９５４店舗の純増５２店舗

４．決算関連数値
・ 既存店売上の状況

前年比/ 2019年比 前年比/ 2019年比 前年比/ 2019年比 前年比/ 2019年比

・

・ 既存店客数、客単価の推移（2022年、3月～11月累計）

衣料事業

2019年度実績
９９，６７２百万円
５７，３３４百万円
４９，３２３百万円

８，０１０百万円
８，０２０百万円

＊６，５５９百万円

2019年度実績
８０，７０７百万円

123.8

第３四半期累計

123.1
132.7

全店売上の状況

131.0 131.6

10月 11月

124.4 121.1

106.9 117.7

　うちＥＣ売上高

101.3 98.9

当期純利益

雑貨事業

客単価

2022年9月 10月 11月

既存店（小売＋ＥＣ）合計

　うち小売既存店売上高

　うちＥＣ既存店売上高

118.7 /  108.0 118.7 /  137.0 113.1 / 118.0
115.6 / 89.3 114.1 /  114.4 105.7 / 95.3

128.9  / 254.5 133.8  / 334.9 136.7  /298.1 

客数

129.0

全店売上高

ＰＡＬ　ＧＲＯＵＰ
ＨＯＬＤＩＮＧＳ

令和5年2月期、第3四半期決算　サマリー

令和5年1月11日

今年度実績 2021年度実績

連結の第３四半期売上高は22.5%増、営業利益は2.2倍の過去最高益

パル単体ベースの第３四半期売上高は25.3%増、営業利益は2.1倍で同上

９８，５１２百万円売　上　高
売上総利益
販売管理費
営業利益
経常利益

当期純利益

１２０，６７２百万円
６７，６０６百万円 ５５，０２９百万円

４９，３９６百万円
５，６３３百万円
５，７２０百万円
３，６８０百万円７，９９３百万円

５５，２１９百万円
１２，３８７百万円
１２，５９６百万円

前年比 前年比 前年比 前年比

４３，５９７百万円
５，３５４百万円
５，４９１百万円
３、６９１百万円

４６，９３０百万円
４０，００４百万円

６，９２５百万円
６，９１８百万円

＊５，８２７百万円

６２，５１１百万円
５１，１７８百万円
１１，３３２百万円

・　粗利益率は５６.０％と前年比０．１ポイント増加ながら、雑貨事業での利益回復は、来期に持ち越し

第３四半期累計

116.8 / 121.0
111.8 / 99.7

133.5  / 295.0

2022年9月

2021年度実績
８６、９２６百万円
４８，９５１百万円

１１，３９４百万円
７，４５４百万円

売　上　高
売上総利益
販売管理費
営業利益
経常利益

今年度実績
１０８，９６０百万円





ご照会は、 ｔａｍｅｄａ_aki@palgroup.co.jp へ






